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LangGenius、パーソルクロステクノロジー、JTP の 3 社、Dify エンジニア 100 名の育成と

伴走支援を通じて企業の AI エージェント内製化を支援

～Dify 導入企業の自社運用を促進し、AI エージェント活用市場の拡大を目指す～

株式会社 LangGenius（本社：東京都中央区、代表取締役社長：張路宇、以下「LangGenius」）、パー

ソルクロステクノロジー株式会社（本社：東京都新宿区、代表取締役社長：正木 慎二、以下「パーソル

クロステクノロジー」）、JTP 株式会社（本社：東京都品川区、代表取締役社長：為田 光昭、以下「JTP」）
は、2026 年 9 月 10 日、AI アプリケーション開発プラットフォーム「Dify」の活用促進に向け、Dify エ

ンジニアの育成および、企業の現場における AI エージェントの導入・内製化支援を 3 社共同で開始する

ことをお知らせします。

本取り組みでは、LangGenius が提供する Dify の技術基盤に、パーソルクロステクノロジーの業務知見・

現場支援力・エンジニア人材基盤、JTP の Dify 導入・運用支援およびエンジニア育成の知見を掛け合わ

せます。３社の強みを活かし、Dify の導入から、企業ごとの業務に適した AI エージェントの開発・改

善・運用・定着・内製化までを一貫して支援します。これにより、業務効率化や生産性向上など、企業が

AI 活用の成果を継続的に生み出せる体制づくりを後押しします。

パーソルクロステクノロジーは保有する人材基盤を活用して Dify エンジニア候補者を選出し、JTP は

これらの人材に対する Dify 導入・運用に関する研修を実施します。両社は連携して Dify エンジニア

の育成・提供体制を構築し、今後 100 名の Dify エンジニアの育成を目指します。これにより、企業の

AI エージェント活用および内製化を支援します。

■背景

生成 AI の業務活用が進む一方で、現場の業務知識と AI アプリケーションの開発・運用の知識を併せ持

つ人材の確保や育成は、多くの企業にとって課題の一つとなっています。そのため、導入後の活用や継続

的な改善を自社で推進する体制づくりに取り組む企業も増えています。
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企業での AI を継続的に活用するには、ツールを導入するだけでなく、AI エージェントを自社で改善・

運用できる人材と体制の整備が重要です。

こうした背景を踏まえ、LangGenius、パーソルクロステクノロジー、JTP の 3 社は、それぞれの強みを

生かして Dify エンジニアの育成と現場伴走による内製化支援を開始します。Dify パートナー各社との連

携に加え、Dify の導入・活用を検討する企業に対しても、AI エージェントを自社で運用・改善していく

ための体制づくりを支援します。

■本取り組みの意義

本取り組みの意義は、Dify の導入にとどまらず、企業が自社の業務に合わせて AI エージェントを継続的

に改善・運用できる体制づくりを支援する点にあります。Dify エンジニアが企業の現場に伴走し、開発・

改善に必要な知識やノウハウを移管することで、AI 活用の内製化を後押しします。

これにより、業務効率化や意思決定の迅速化、事業スピードの向上などが期待されるほか、Dify の導入・

活用および AI アプリケーション開発・運用ツール市場のさらなる発展にも寄与してまいります。

■各社コメント

株式会社 LangGenius 代表取締役社長 張路宇

AI エージェントの導入で本当に差がつくのは、ツールそのものではなく、現場の業務を深く理解し、自

社で AI エージェントを開発・運用し続けられる人材です。今回の 3 社連携は、世界で広く採用される

AI アプリケーション開発プラットフォーム「Dify」の製品・技術力、パーソルクロステクノロジーの人

材育成・現場支援の強み、JTP の導入・運用・育成の知見を掛け合わせた取り組みです。まず 100 名の

Dify エンジニアを 3 社で育成し、企業が AI エージェントを"内製化"し、自ら進化させ続けられる基盤

づくりを支援します。この取り組みを起点に、日本企業の AI 活用の内製化を加速し、AI エージェント

市場の発展に貢献してまいります。

パーソルクロステクノロジー株式会社 代表取締役社長 正木 慎二

今回の取り組みは、企業が AI エージェントを自ら作り、継続的に改善できる体制づくりを支援するもの

です。パーソルクロステクノロジーの強みは、システム開発から運用、PMO、DX 推進まで多様な現場

に伴走してきた知見と、内製化に向けて必要な専門エンジニアが現場を支え続けられる人材基盤にあり

ます。これらの強みを活かし、AI 活用を「導入」で終わらせず、「定着」と「成果創出」につなげ、企業

の競争力向上に貢献してまいります。

JTP 株式会社 代表取締役社長 為田 光昭

生成 AI の活用を進めるうえで、AI アプリケーションを開発・運用できる AI 人財の育成は重要な課題で

す。3 社が協力し、また、JTP が培ってきたエンジニア育成のノウハウと Dify 導入・活用に関する知見

を最大限に生かし、研修や実案件を通じて Dify エンジニアを育成するとともに、企業の AI 活用の定着

と内製化を支援してまいります。こうした取り組みにより AI エンジニアプールを形成し、日本市場にお

ける AI の利活用が加速することを期待しています。

■今後の展開

3 社は、Dify エンジニアの育成プログラムを拡充するとともに、Dify パートナー各社と連携した支援に

加え、Dify の導入・活用を検討する企業への直接の現場伴走支援も進めます。

さらに、さまざまな業界・業務における AI エージェントの活用事例を蓄積し、企業の継続的な AI 活用

を支援する体制の構築を目指します。

■Dify について

Dify は、AI エージェントや生成 AI アプリケーション、複雑な AI ワークフローを構築・運用できる生成

AI アプリケーション開発プラットフォームです。直感的な操作画面を通じて、さまざまな AI モデル、
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ナレッジ、外部ツールなどを組み合わせ、業務用途に応じた AI アプリケーションを開発できます。

公式サイト：https://dify.ai/

【LangGenius について】

LangGenius Inc.は、生成 AI アプリケーション開発プラットフォーム「Dify」の開発元です。株式会社

LangGenius は同社の日本法人として、Dify Enterprise ライセンスの販売・プロモーションや国内パー

トナーとの連携を通じ、日本企業・行政・地方自治体における生成 AI の導入・活用を支援しています。

【パーソルクロステクノロジー株式会社について】＜ https://persol-xtech.co.jp/ ＞

パーソルクロステクノロジー株式会社は、ものづくりと IT、セキュリティ領域を強みとするテクノロジ

ーソリューション企業です。自動車・航空宇宙・産業機械・ロボットなどの開発支援・請負から、DX、

AI、クラウドを活用したコンサルティング・開発・運用まで、お客さまの技術開発やデジタル変革に伴走

する一気通貫のサービスを提供しています。1 万人を超えるエンジニアの専門性と技術力を掛け合わせ、

お客さまとともに未来を構想し、その実現を通じて新たな価値の創出と持続的な事業成長に貢献してい

ます。

【JTP 株式会社について】

JTP 株式会社は、日本に進出する海外の IT ベンダーやライフサイエンスメーカー向けに、テクニカルサ

ポート、トレーニングなどの技術サービスを提供する会社として、1987 年に設立されました。ミッショ

ンに「Connect to the Future」を掲げ、幅広い企業のニーズに対して IT システム設計・構築・運用・保

守サービスや、サイバーセキュリティサービス、人財育成コンサルティングサービスのほか、人工知能の

導入によりビジネスにおける顧客接点の最適化を実現するソリューション「Third AI」を提供していま

す。

https://www.jtp.co.jp/

【本リリースに関する問い合わせ】

JTP 株式会社 コーポレート本部  
E-mail：pr@jtp.co.jp

以上


